
平成２０年度 島本町水道事業報告書 

１．概  況 

(１)総括事項 

 ①給水状況について 

 本年度における給水人口は、２万９，６０５人（前年度２万９，６０６人）、行政区域

内人口も２万９，５６６人（前年度２万９，５６２人）で、前年度とほぼ同じとなってい

ます。 

 一日最大配水量は、前年度比６４９㎥（６．４％）増の１０，７１４㎥、一日平均配水

量は、前年度比１９４㎥（２．１％）増の９，２７８㎥となりましたが、前年度同様１万

㎥を大きく割り込んでいます。また、年間総配水量は、３３８万６，５６２㎥（前年度３

３２万４，８３８㎥）で前年度に比べて６万１，７２４㎥（１.８％）の増加、年間有収

水量は、３０８万４，１６３㎥（前年度３１２万５２０㎥）で前年度に比べて３万６，３

５７㎥（１.２％）減少しています。なお、有収率は前年度より２．８ポイント減少し９

１.１％となりました。水需要につきましては、住宅開発により給水世帯は増加となって

いるものの節水意識の浸透や生活様式の変化の影響により、減少傾向が続いています。 

 

 ②建設改良事業について（税込み） 

 拡張事業では、平成１９年度から平成２１年度までの３ヶ年の債務負担行為を設定し、大薮

浄水場ろ過池更新工事６億１，５３０万円を実施しており、本年度事業費として５，０００万

円、大薮浄水場ろ過池更新工事に伴う埋蔵文化財発掘調査１，３３６万３，０００円について

は、今年度中に完了しなかったため、前払金を除く９６８万８，３５０円を平成２１年度に繰

越ししました。 

また、施設整備事業では、東大寺給配水管布設替工事１，２１２万７，５００円、府道西京

高槻線給配水管移設実施設計業務２２８万９，０００円、府道西京高槻線給配水管移設工事５

９８万５，０００円、高浜配水管布設実施設計業務２２５万７，５００円、高浜配水管布設工

事２，０７２万４，９００円、青葉給配水管布設替実施設計業務５７７万５，０００円、山崎



給配水管布設替実施設計業務１８２万７，０００円を実施しました。 

 なお、山崎給配水管布設替工事は、今年度中に完了しなかったため、平成２１年度に全額

繰越ししました。 

 

 ③経営について 

イ 収益的収支（税抜き） 

 収入総額は、６億０，９２９万６，５２１円（前年度対比△２，６６７万８，２０６円、

４.２％減、以下（ ）内は、前年度対比の増減額及び増減率）、支出総額は、５億３，４

５５万８，４２５円（１，６０３万４，６２９円、３．１％増）で当年度純利益は、７，

４７３万８，０９６円(△４，２７１万２，８３５円、３６．４％減）となりました。累

積では、２億５，６３４万３，９２７円の黒字となっています。 

 主な収入としましては、営業収益で水道使用料５億４，９６０万４，２７４円（△１，

０６２万１，１９６円、１.９％減）、営業外収益で負担金１，０６７万１，４４８円（△

１，６０６万１，８９５円、６０．１％減）、下水道受託収益９９９万８，５６４円（△

１３万７，５４３円、１.４％減）、他会計繰入金（退職に伴う一般会計負担分外）２，４

３５万１，２１７円（４１万０，１６０円、１.７％増）です。 

 主な支出としましては、営業費用で人件費（退職給与金を除く）７，７３３万６，７７

４円(△５９２万５０９円、７．１％減)、減価償却費で１億４，３６１万９，２５３円（２

６０万８，５８９円、１.８％増）、営業外費用で支払利息３２５万３，５６０円（△９３

万０，４５８円、２２．２％減）、他会計繰出金（一般会計職員退職に伴う水道会計負担

分）１，４９８万６，６８０円（１，２７７万３，１８０円、５７７．１％増）です。 

 なお、ガス管破損に伴う賠償金３９７万７，９７０円を特別損失として支出しましたが、

賠償金全額を保険で補てんされ、特別利益として収入しています。 

 

  ロ 資本的収支（税込み） 

 収入総額は、６，５２２万６，２５０円（５４２万７，２５０円、９.１％増）、支出総



額は、１億３，５１０万６，８４２円（２，４８０万１，９３３円、２２．５％増）で、

差引６，９８８万０，５９２円の資金不足を生じましたが、減債積立金、過年度分損益勘

定留保資金等で補てんしました。 

 主な収入としましては、加入金１，９５２万円（△２，９０７万円、５９．８％減）、

工事負担金４，１２７万６，２５０円（４，１２７万６，２５０円、皆増）、特別開発負

担金４４３万円（△２７８万円、３８．６％減）です。 

 主な支出としましては、拡張事業費５，８６４万６，４６１円（１，４４５万５，１１

１円、３２．７％増）、施設整備事業費５，０９８万５，９００円（１，３８１万９，０

０７円、３７．２％増）、企業債償還金１，１７１万０，１５６円(△３０９万０，８５８

円、２０．９％減）です。 

 これらの結果、本年度末における資金余裕額は、前年度より１億５，７２２万９，４５

６円増の１３億２，５２０万８，０４０円となりました。また、引当金につきましては、

修繕引当金では１２０万円を取崩し、４,８２３万９,１９４円、退職給与引当金では７０

０万１，２３５円を積立て、１億６，５０４万２，０３４円となり合計で２億１，３２８

万１，２２８円となりました。この結果、差引き正味運転資金は前年度より１億５，１４

２万８，２２１円増の１１億１，１９２万６，８１２円となっています。 

 以上のとおり、平成２０年度は昨年度に比べ純利益が減少いたしましたが、その要因と

しまして、営業収益の給水収益が減少し、また、営業外収益で住宅開発による負担金が減

少となったこと、及び営業外費用で退職に伴う他会計繰出金が増額となったことによるも

のであります。 

今後も住宅開発等による給水人口の増加は予想されるものの、水需要者の節水意識の浸

透や節水器具の普及により、水需要は依然として減少傾向にあることから、給水収益の伸

びが見込めない状況にあり、更なる企業経営の健全化と、より一層の効率的な事業運営を

図りながら安全で安心な水の供給に努めます。 


